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１
９
９
０
万
羽
で
全
米
第
５
位
で
あ
り
、

州
外
の
養
鶏
場
は
同
州
で
消
費
さ
れ
る
卵

の
半
分
を
出
荷
し
て
い
る
。

Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２
はK

ing A
m
endm

ent

可
決
で
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

こ
の
連
邦
法
案
で
は
、「
あ
る
特
定
の
州

法
は
他
州
に
影
響
を
与
え
な
い
」
と
い
う

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
連

邦
法
案
が
可
決
さ
れ
る
と
、
前
述
し
た
カ

ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
令
は
州
外
に
対
し
て

無
効
に
な
り
、
州
外
の
養
鶏
場
は
従
来
型

ケ
ー
ジ
飼
育
の
卵
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に

出
荷
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
米

国
で
は
州
外
と
の
取
引
商
品
数
は
百
何
十

に
も
及
ぶ
た
め
に
、
こ
の
連
邦
法
案
は
多

く
の
業
界
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
キ

ン
グ
氏
は
ア
イ
オ
ア
州
の
国
会
議
員
で
あ

り
、
ア
イ
オ
ワ
州
は
全
米
で
最
も
多
く
採

卵
鶏
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
州
で
も
あ
る
。

２
０
１
３
年
11
月
22
日
に
鶏
卵
生
産
者
協

会
（
Ｕ
Ｅ
Ｐ
）
事
務
局
長
の
グ
レ
ゴ
リ
ー

氏
に
こ
の
連
邦
法
案
成
立
の
可
能
性
を

聞
く
と
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
く
れ
た
。

「K
ing A

m
endm

ent

の
成
立
可
能
性
は

40
％
く
ら
い
で
あ
る
」

結
果
と
し
て
、K

ing A
m
endm

ent 

は
２
０
１
４
年
の
フ
ァ
ー
ム
ビ
ル
か
ら
除

外
さ
れ
た
の
で
、
実
質
的
に
成
立
し
な

11
月
４
日
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
（
全
米

人
口
の
11
％
を
占
め
る
州
）
で
行
わ
れ

た
投
票
の
結
果
、
賛
成
63
・
２
％
、
反

対
36
・
８
％
で
可
決
さ
れ
、
２
０
１
５

年
１
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
。
２
年
後
の

２
０
１
０
年
７
月
に
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
に
よ

る
鶏
卵
生
産
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
外
業

者
に
も
義
務
化
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
州

外
の
鶏
卵
業
者
も
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に

卵
を
出
荷
す
る
た
め
に
は
、
今
後
ケ
ー
ジ

フ
リ
ー
に
切
り
替
え
る
か
、
鶏
が
自
由
に

動
き
回
り
羽
を
伸
ば
す
こ
と
の
で
き
る

ケ
ー
ジ
に
入
れ
替
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
同
州
の
レ
イ
ヤ
ー
飼
養
羽
数
は
約

１
．
は
じ
め
に

本
誌
２
０
１
４
年
新
春
特
大
号
に
「
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
最
新
動
向
―
―

２
０
１
５
年
1
月
に
実
施
に
な
る
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
動
物
福
祉
州
法
（
Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ

２
）
の
影
響
」
と
題
し
、連
邦
法
案
（K

ing 
A
m
endm

ent

）
の
成
立
可
能
性
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２
と
は
ケ
ー
ジ
内
飼
育
家
き

ん
に
関
す
る
基
準
で
、
州
民
発
案
の
法
令

で
ケ
ー
ジ
内
の
飼
育
を
禁
止
し
、
違
反
は

罰
金
と
な
る
。
こ
の
法
令
は
２
０
０
８
年

竹
内
正
博

㈱
イ
シ
イ
代
表
取
締
役
社
長

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
人
材
育
成
の
必
要
性

　
鶏
肉
の
世
界
貿
易
は
Ｏ
Ｉ
Ｅ
基
準
適
合
が
条
件
に

特集　輸出ビジネス
の現状と課題



61 鶏　卵　肉　情　報

か
っ
た
。
Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２
は
２
０
１
５
年
１

月
よ
り
実
施
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

２
．

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

　

  

専
門
家
養
成
事
業

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
（
Ａ
Ｗ
）
は

専
門
家
お
よ
び
生
産
者
の
教
育
等
の
実
行

段
階
に
入
っ
た
。
農
林
水
産
省
は
、
公
益

社
団
法
人
畜
産
技
術
協
会
を
事
業
実
施
主

体
と
し
て
Ａ
Ｗ
専
門
家
養
成
事
業
を
２
年

計
画
で
実
施
予
定
し
て
い
る
。
事
業
計
画

書
に
よ
る
と
、「
事
業
目
標
は
研
修
会
を

開
催
し
、
畜
産
業
と
し
て
の
Ａ
Ｗ
の
重
要

性
の
普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
国
際

獣
疫
事
務
局
（
以
下
Ｏ
Ｉ
Ｅ
と
す
る
）
規

約
で
生
産
シ
ス
テ
ム
の
提
示
さ
れ
た
ブ
ロ

イ
ラ
ー
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｗ
専
門
家
を
要
請

し
、
そ
の
後
、
養
成
し
た
専
門
家
が
指
導

的
な
立
場
を
担
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産

農
場
等
が
自
主
的
な
Ａ
Ｗ
飼
養
管
理
基
準

を
設
定
す
る
こ
と
で
Ａ
Ｗ
レ
ベ
ル
の
向
上

を
図
り
、
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
事
業
内
容
は
ブ
ロ

イ
ラ
ー
Ａ
Ｗ
専
門
家
の
養
成
の
た
め
に
、

基
礎
研
修
会
等
の
開
催
、
技
術
研
修
会
教

材
作
成
、
技
術
研
修
会
等
開
催
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
中
で
も
テ
キ
ス
ト
作
成
は
重

要
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
で
は
Ｏ
Ｉ
Ｅ
ブ
ロ

イ
ラ
ー
輸
送
と
処
理
、
生
産
方
式
Ａ
Ｗ
規

約
が
主
な
内
容
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

獣
医
学
教
育
に
お
い
て
も
、
動
物
行
動

学
の
教
科
書
は
あ
っ
た
が
、
２
０
１
３

年
に
「
獣
医
倫
理
・
動
物
福
祉
学
」（
写

真
）
が
獣
医
学
と
福
祉
学
の
専
門
書
と
し

て
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
。
最
初
の
ペ
ー
ジ

に
監
修
者
代
表
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。「
本
書
は
、
我
が
国
の
獣
医

学
教
育
の
共
通
到
達
目
標
を
定
め

る
『
獣
医
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ

ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
』
に
沿
っ
た

教
科
書
で
あ
る
が
、
こ
の
獣
医
倫

理
・
動
物
福
祉
学
は
、
こ
れ
ま
で

ほ
か
の
専
門
科
目
と
異
な
り
、
各

獣
医
大
学
に
お
け
る
教
育
内
容
は

ま
ち
ま
ち
で
、
こ
の
科
目
だ
け
を

対
象
と
し
た
専
門
家
は
国
内
に
は

存
在
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が

ラ
ー
輸
送
と
処
理
規
約
改
訂
、
２
０
１
３

年
に
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
方
式
規
約
が
採
択

さ
れ
た
。
主
な
Ｏ
Ｉ
Ｅ
ブ
ロ
イ
ラ
ー
Ａ
Ｗ

規
約
概
要
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

３
．
１
．
Ｏ
Ｉ
Ｅ
規
約

　
　
　
　

第
７
章
５
改
定

２
０
１
０
年
度
の
第
78
回
Ｏ
Ｉ
Ｅ
総
会

で
、
２
０
０
５
年
に
採
択
さ
れ
た
家
畜
の

輸
送
と
屠
殺
に
お
け
る
Ａ
Ｗ
規
約
の
中

で
、
家
き
ん
を
中
心
に
次
の
よ
う
な
改
正

が
採
択
さ
れ
た
。
第
７
章
５
．
２
．
２（
家

き
ん
を
食
鳥
処
理
す
る
際
に
考
慮
す
べ
き

事
項
）
に
、「
骨
折
及
び/

あ
る
い
は
脱

臼
し
た
鳥
は
シ
ャ
ッ
ク
ル
（
懸
垂
器
）
へ

吊
る
す
前
に
人
道
的
に
処
分
（
殺
す
）
さ

れ
る
べ
き
」。
第
７
章
５
．
４
は
、
食
鳥

処
理
場
へ
の
搬
入
時
の
「
翼
折
れ
」
の
割

合
を
２
％
以
下
と
す
る
と
い
う
部
分
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
な
数
値
の
設
定
に
は
、

そ
の
根
拠
や
実
態
を
踏
ま
え
る
べ
き
と
い

う
我
が
国
の
主
張
を
踏
ま
え
て
、
継
続
検

討
と
さ
れ
た
。
も
う
一
つ
の
第
７
章
５
．

４
に
「
一
時
収
容
場
所
（
ホ
ー
ム
）
で
処

理
ま
で
の
時
間
は
で
き
る
だ
け
短
く
し
、

12
時
間
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
な

る
。
ま
た
、
第
７
章
５
．
７
（
ス
タ
ン
ニ

ン
グ
の
方
法
（
気
絶
さ
せ
る
方
法
））
で
、

第
７
章
５
．
７
．
３
．
ｂ（
流
水
桶（w

ater 

ら
、
獣
医
師
が
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
を
扱
う

こ
と
が
で
き
る
専
門
家
と
し
て
国
民
か
ら

期
待
さ
れ
て
い
る
以
上
、
動
物
倫
理
に
つ

い
て
系
統
立
っ
た
教
育
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
、
そ
の
指
針
と
な
る
教
科
書
と
し
て

本
書
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
次
第

で
あ
る
」

国
際
標
準
化
機
構
（
以
下
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
す

る
）
も
Ａ
Ｗ
人
材
育
成
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
２
０
１
１
年
に

Ｏ
Ｉ
Ｅ
と
Ａ
Ｗ
規
約
実
行
に
つ
い
て
協
力

文
章
を
締
結
し
た
。
つ
ま
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は

Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
Ａ
Ｗ
規
約
実
行
の
担
保
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
Ｏ
Ｉ
Ｅ
規
約
に
基
づ
い
た

Ａ
Ｗ
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
Ｉ
Ｓ

Ｏ
規
格
策
定
作
業
部
会
は
始
ま
っ
て
お

り
、
３
年
後
に
Ａ
Ｗ 

の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
＝

Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｓ
３
４
７
０
０
（
畜
産
物
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
Ａ
Ｗ
認
証
と
い
う
技

術
仕
様
書
）が
制
定
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

Ａ
Ｗ
規
格
案
は
２
０
１
５
年
末
に
作
業
部

会
で
作
成
予
定
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

３
．
Ｏ
Ｉ
Ｅ
ブ
ロ
イ
ラ
ー
Ａ
Ｗ
規
約

ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
Ａ
Ｗ
規
約
に
関
し
て
、

２
０
０
５
年
に
Ｏ
Ｉ
Ｅ
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
輸

送
と
処
理
規
約
、
２
０
１
０
年
に
ブ
ロ
イ
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bath
）
を
利
用
す
る
鳥
の
電
気
ス
タ
ン
ニ

ン
グ
）
に
、「
脚
や
翼
を
脱
臼
あ
る
い
は

骨
折
し
て
い
る
鳥
は
シ
ャ
ッ
ク
ル
に
吊
る

す
の
で
は
な
く
、
人
道
的
に
殺
処
分
す
べ

き
」
と
「
シ
ャ
ッ
ク
ル
で
吊
る
し
て
か
ら

ス
タ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る
ま
で
の
時
間
は
最

小
限
に
と
ど
め
る
。い
か
な
る
事
態
で
も
、

シ
ャ
ッ
ク
ル
に
吊
る
し
て
か
ら
ス
タ
ン
ニ

ン
グ
を
す
る
ま
で
1
分
間
を
超
え
る
べ
き

で
な
い
」
と
あ
っ
た
。
第
７
章
５
．
７
．

４
（
ガ
ス
・
ス
タ
ン
ニ
ン
グ
（
ガ
ス
で
気

絶
さ
せ
る
こ
と
）（
研
究
中
））
は
、「
家

き
ん
の
ガ
ス
・
ス
タ
ン
ニ
ン
グ
は
、
30
％

の
二
酸
化
炭
素
に
最
低
1
分
間
暴
露
さ

せ
、
そ
の
後
60
％
の
二
酸
化
炭
素
に
最
低

1
分
間
暴
露
さ
せ
る
」
と
あ
る
。

Ｏ
Ｉ
Ｅ
連
絡
協
議
会
で
臨
時
メ
ン
バ
ー

出
席
し
た
筆
者
は
次
の
よ
う
な
意
見
を
述

べ
た
。「
骨
折
及
び
／
あ
る
い
は
脱
臼
し

た
鳥
は
シ
ャ
ッ
ク
ル
（
懸
垂
器
）
へ
吊
る

す
前
に
人
道
的
に
処
分
（
殺
す
）
さ
れ
る

べ
き
は
」
と
あ
る
が
、
イ
メ
ー
ジ
も
よ
く

描
け
な
い
。
移
動
に
用
い
る
出
荷
箱
（
ク

レ
ー
ト
）
か
ら
ど
の
よ
う
に
骨
折
及
び
／

あ
る
い
は
脱
臼
し
た
鳥
を
選
び
出
し
て
、

数
を
数
え
て
、
人
道
的
に
殺
す
の
だ
ろ
う

か
。
鶏
を
シ
ャ
ッ
ク
ル
に
吊
る
す
時
に
、

翼
の
損
傷
あ
る
い
は
脱
臼
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
は
困
難
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
欧
米
で

は
、移
動
に
用
い
る
出
荷
箱
（
ク
レ
ー
ト
）

か
ら
主
に
処
理
場
に
繋
が
る
輸
送
コ
ン

ベ
ア
ー
に
自
動
機
械
で
移
さ
れ
た
鶏
が
、

シ
ャ
ッ
ク
ル
に
吊
る
さ
れ
る
。
日
本
で
は

ク
レ
ー
ト
か
ら
手
で
取
り
出
さ
れ
る
鶏

は
、
主
に
直
接
に
シ
ャ
ッ
ク
ル
に
吊
る
さ

れ
る
。
ク
レ
ー
ト
か
ら
輸
送
コ
ン
ベ
ア
ー

へ
の
鶏
の
移
し
替
え
は
行
わ
れ
な
い
。
海

外
の
Ａ
Ｗ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
比
較
す
る

と
、
米
国
チ
キ
ン
評
議
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
２
０
１
０
年
２
月
改
正
）
で
は
、「
翼

と
足
の
ダ
メ
ー
ジ
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
場
所

は
、
ス
タ
ニ
ン
グ
の
前
と
後
で
も
良
い
と

し
て
い
る
。
目
標
は
翼
の
損
傷
あ
る
い
は

脱
臼
は
３
％
以
下
で
あ
る
こ
と
。
５
％
を

超
え
る
と
是
正
措
置
が
必
要
に
な
る
」。

一
方
、
Ｅ
Ｕ
に
は
こ
う
し
た
規
則
は
見
当

た
ら
な
い
。

日
本
独
自
の
特
殊
性
も
あ
る
。例
え
ば
、

特
大
サ
イ
ズ
の
処
理
が
中
心
で
あ
り
、
部

位
ご
と
に
精
肉
に
処
理
さ
れ
る
。
流
通
・

消
費
者
か
ら
完
全
な
放
血
を
求
め
ら
れ

る
。
肉
に
血
が
入
っ
て
い
る
と
嫌
が
ら
れ

る
。
そ
う
し
た
理
由
か
ら
、
補
鳥
と
輸
送

ケ
ー
ジ
詰
め
時
発
生
す
る
翼
の
骨
折
や
脱

臼
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
処

理
場
の
規
模
に
よ
っ
て
も
状
態
は
違
う
の

で
、
業
界
団
体
の
方
で
実
態
を
つ
か
ん
で

欲
し
い
。

ホ
ー
ム
で
の
一
時
収
容
時
間
に
お
い
て

も
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
事
業
は
地
域
密
着
型
で

農
場
と
処
理
場
は
比
較
的
に
近
く
、
12
時

間
が
妥
当
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
出

来
る
だ
け
収
容
時
間
短
縮
は
可
能
で
あ

る
。
し
か
し
、
採
卵
鶏
お
よ
び
種
鶏
の
廃

鶏
が
処
理
で
き
る
業
者
は
全
国
的
に
少
な

い
の
で
、
広
域
処
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
一
時
収
容
場
所
で
の
12
時
間
以
上
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
処
理
場
の

規
模
に
よ
っ
て
も
状
態
は
違
う
の
で
、
業

界
団
体
の
方
で
実
態
を
つ
か
ん
で
欲
し

い
。
中
小
零
細
な
事
業
者
が
多
い
こ
と
か

ら
規
則
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
国
の
施
策

が
必
要
で
あ
る
。

具
体
的
な
ス
タ
ン
ニ
ン
グ
方
法
に
つ
て

は
専
門
的
す
ぎ
て
よ
く
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か

ら
な
い
。
鶏
の
ス
タ
ン
ニ
ン
グ
方
法
に
つ

い
て
、
各
処
理
場
は
工
夫
を
実
施
し
て
い

る
が
、
決
め
て
は
な
く
苦
慮
し
て
い
る
。

電
気
あ
る
い
は
ガ
ス
ス
タ
ン
ニ
ン
グ
に
お

い
て
も
有
効
な
ス
タ
ン
ニ
ン
グ
技
術
の
研

究
・
開
発
が
要
望
さ
れ
る
。
鶏
の
移
動
と

扱
い
、
一
次
収
容
と
同
様
に
、
個
々
の
処

理
場
が
対
応
す
る
と
な
る
と
ラ
イ
ン
の
整

備
や
装
置
の
導
入
、
作
業
手
順
の
変
更
、

ま
た
放
血
問
題
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
経

営
環
境
の
中
、
新
た
な
負
担
と
な
り
、
処

理
場
に
と
っ
て
経
営
は
益
々
厳
し
く
な
る

と
推
測
さ
れ
る
。
中
小
零
細
な
事
業
者
が

多
い
こ
と
か
ら
規
則
の
導
入
に
当
た
っ
て

は
国
の
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

３
．
２
．
Ｏ
Ｉ
Ｅ
家
畜
生
産
方
式

　
　
　
　

の
Ａ
Ｗ
一
般
原
則

２
０
１
１
年
12
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た

平
成
23
年
度
第
３
回
Ｏ
Ｉ
Ｅ
連
絡
協
議
会

の
参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
第
７
章
１
と
し
て

追
加
さ
れ
た
「
家
畜
生
産
方
式
に
お
け
る

Ａ
Ｗ
に
関
す
る
一
般
原
則
」
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
畜
産
生
産
に
お
け
る

Ａ
Ｗ
の
原
則
に
「
遺
伝
的
選
抜
は
、
動
物

の
健
康
と
Ａ
Ｗ
を
促
進
す
べ
き
で
あ
り
、

遺
伝
的
に
環
境
に
適
し
た
動
物
品
種
が
導

入
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
項
目
が

加
え
ら
れ
た
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
で
は
跛
行
の

原
因
と
関
連
し
て
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
育
種

改
良
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ

ま
り
鶏
の
体
重
が
急
激
に
増
加
し
な
い
方

向
で
遺
伝
的
選
抜
（
育
種
改
良
）
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
育
種
改
良
の
転
機

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
察
す
る
。

３
．
３
．
Ｏ
Ｉ
Ｅ
規
約
第
７
章
10

２
０
１
３
年
に
第
81
回
Ｏ
Ｉ
Ｅ
総
会
で

第
７
章
10
の
Ａ
Ｗ
に
関
す
る
ブ
ロ
イ
ラ
ー

生
産
方
式
規
約
に
す
べ
き
と
の
記
載
に
つ



63 鶏　卵　肉　情　報

い
て
「
検
討
中
」
を
付
し
た
上
で
採
択
さ

れ
た
。

筆
者
は
２
０
１
０
年
に
開
催
さ
れ
た
Ｏ

Ｉ
Ｅ
連
絡
協
議
会
に
臨
時
メ
ン
バ
ー
と
し

て
参
加
し
た
。
新
設
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ
規
約
は
、

Ａ
Ｗ
指
標
（
測
定
項
目
）
と
勧
告
か
ら
な

る
。
Ｏ
Ｉ
Ｅ
加
盟
各
国
が
使
用
す
る
世
界

共
通
の
基
準
と
し
て
適
切
か
（
特
に
日
本

に
お
け
る
実
行
可
能
性
）
と
の
課
題
に
対

し
て
、
次
の
意
見
の
よ
う
に
意
見
を
述
べ

た
。
二
次
案
（
２
０
１
０
年
９
月
）
に
特

に
追
加
あ
る
い
は
削
除
す
べ
き
事
項
は
な

い
。
健
康
な
鶏
を
飼
育
し
、
出
荷
す
る
こ

と
は
、
品
質
の
良
い
鶏
肉
を
消
費
者
の
皆

様
に
お
届
け
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
そ
う

し
た
観
点
か
ら
今
回
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
示
さ
れ

た
各
条
項
に
つ
い
て
は
生
産
現
場
に
お
い

て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
あ
る
。
飼
養
管
理
に

関
す
る
新
し
い
章
は
生
産
現
場
で
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
基
本
的
な
こ
と
で
あ

り
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
業
界
は
Ｏ
Ｉ
Ｅ
指
標
と

勧
告
を
議
論
し
て
い
け
ば
良
い
。
過
去
に

Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
動
き
に
対
し
て
、
２
０
０
８
年

７
月
18
日
に
農
林
水
産
省
は
社
団
法
人
畜

産
技
術
協
会
を
実
施
主
体
と
し
て
「
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
対
応
し
た
家
畜
の

飼
養
管
理
に
関
す
る
検
討
会
ブ
ロ
イ
ラ
ー

分
科
会
」
を
ス
タ
ー
ト
し
、
２
０
１
０
年

３
月
に
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
養
管
理
指
針
を
公

表
し
た
。
社
団
法
人
日
本
食
鳥
協
会
が
ブ

ロ
イ
ラ
ー
飼
養
管
理
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
、
独
立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン

タ
ー
が
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
養
管
理
指
針
の
試

行
試
験
を
実
施
し
た
。
こ
の
日
本
の
「
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
考
え
に
対
応
し

た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
養
管
理
指
針
」
は
、
Ｏ

Ｉ
Ｅ
規
約
第
７
章
の
ほ
ぼ
全
部
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
。

「
優
良
種
の
選
抜
に
あ
た
っ
て
は
、
生

産
性
だ
け
で
な
く
、
福
祉
や
健
康
実
態
も

考
慮
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
記
述
に
つ
い

て
、
米
国
が
修
正
を
提
案
す
る
意
向
を
表

明
す
る
一
方
、
Ｅ
Ｕ
は
自
ら
の
意
見
が
反

映
さ
れ
た
記
述
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
を

変
更
し
な
い
よ
う
主
張
し
た
結
果
、
こ
の

部
分
は
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
と
し

て
「
検
討
中
」
を
付
し
た
上
で
、
基
準
案

が
承
認
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
２
０
０
９
年

に
一
次
案
の
公
表
後
４
年
目
に
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
生
産
方
式
の
Ａ
Ｗ
規
約
が
採
択
さ
れ

た
。

４
．
最
後
に

Ａ
Ｗ
教
育
に
つ
い
て
、
大
学
で
獣
医
学

教
育
と
業
界
で
Ａ
Ｗ
専
門
家
育
成
が
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
る
。
⑴
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
は
⑵
ア
ニ
マ
ル
ヘ
ル
ス
と
同
等
に

重
要
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
⑴
は
鶏

の
福
祉
を
考
慮
し
た
飼
育
、
結
果
と
し
て

病
気
の
予
防
と
食
の
安
全
に
つ
な
が
り
、

一
方
、
⑵
は
動
物
衛
生
お
よ
び
獣
医
公
衆

衛
生
と
し
て
、
動
物
の
病
気
予
防
と
治
療

を
対
象
に
食
の
安
全
に
貢
献
し
て
き
た
。

貿
易
推
進
派
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
が
Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
Ａ

Ｗ
規
約
実
行
の
担
保
と
な
っ
て
い
る
。
近

い
将
来
、
鶏
肉
の
世
界
貿
易
は
Ａ
Ｗ
の
Ｉ

Ｓ
Ｏ
規
格
合
格
が
条
件
と
な
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
る
。
鶏
肉
輸
出
は
日
本
鶏
肉
業
界

の
長
年
の
願
い
で
あ
る
。
現
在
、鶏
足（
も

み
じ
）
は
中
国
な
ど
に
輸
出
さ
れ
て
い
る

が
、
将
来
、
そ
の
他
の
鶏
肉
部
位
が
中
国

や
そ
の
他
の
国
（
例
え
ば
米
国
）
に
も
輸

出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
に

Ａ
Ｗ
は
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
分

野
と
な
っ
て
く
る
。


